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表
紙
写
真
解
説

日
進
餅
つ
き
踊
り
は
、
江
戸
時
代
、

年
貢
の
一
種
と
し
て
中
山
道
の
伝
馬
役

（
て
ん
ま
や
く
）
に
出
た
若
者
た
ち
が
、

通
行
の
大
名
や
武
士
の
宿
で
、
旅
の
慰

安
と
接
待
を
兼
ね
て
滑
稽
な
餅
つ
き
の

仕
方
を
し
、
そ
の
餅
を
振
舞
っ
た
も
の

が
、
芸
能
化
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
別
名
「
接
待
餅
」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、

村
内
の
祝
い
事
の
た
び
に
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
元
日
の
午
前
零

時
に
新
年
の
合
図
と
共
に
、
日
進
神
社

で
披
露
す
る
の
が
最
大
の
公
開
行
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。
長
襦
袢
に
紅
白
の
た

す
き
、
そ
ろ
い
の
鉢
巻
に
白
足
袋
と
い

う
い
で
た
ち
で
、
木
遣
の
音
頭
に
あ
わ

せ
て
総
員
で
餅
を
練
り
上
げ
、
次
に
４

人
一
組
の
搗
き
手
が
呼
吸
を
合
わ
せ
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
餅
を
搗
い
て
い
き
ま
す
。

搗
き
方
に
は
、
実
際
に
餅
を
搗
く
「
真

鉦
搗
き
」
や
空
の
臼
を
小
杵
で
搗
く

「
曲
搗
き
」
が
あ
り
ま
す
。
曲
搗
き
に
は

「
豊
穣
の
曲
搗
き
」「
瑞
祥
の
曲
搗
き
」

「
大
勝
利
の
曲
搗
き
」
が
あ
り
、
そ
の
ス

ピ
ー
ド
感
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
餅
を

搗
い
た
後
に
は
そ
の
餅
が
振
舞
わ
れ
る

の
が
通
例
で
、
こ
の
餅
を
食
べ
る
と
健

康
で
長
生
き
で
き
る
と
い
わ
れ
る
た
め
、

日
進
神
社
で
は
、
開
始
前
か
ら
多
く
の

人
が
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

日
進
餅
つ
き
踊
り

（
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）

さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
文
化
財
保
護
係
長

野
尻
　
靖

今
か
ら
数
十
年
前
、
わ
た
し
が
小
学
生

の
こ
ろ
の
日
本
は
、
輸
入
す
る
力
に
乏
し

く
、
物
流
機
構
も
不
十
分
で
し
た
の
で
、

食
材
は
地
域
で
と
れ
る
も
の
が
た
よ
り
で

し
た
。
今
日
、
地
産
地
消
と
い
う
こ
と
が

い
わ
れ
一
部
行
わ
れ
て
も
い
ま
す
が
、
当

時
は
食
材
の
ほ
と
ん
ど
が
地
産
地
消
で
、

郷
土
の
産
物
を
た
よ
り
に
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
食
材
は
不
足
気
味
で
、
と
く

に
蛋
白
質
源
の
肉
や
魚
類
の
入
手
が
難
し

く
、
冷
蔵
庫
も
家
庭
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
入
手
で
き
て
も
、
塩
漬
け
に

な
っ
て
い
る
よ
う
な
魚
の
干
物
ぐ
ら
い
で

し
た
。
唯
一
た
よ
り
だ
っ
た
の
が
卵
で
し

た
が
、
そ
れ
も
限
り
が
あ
り
ま
し
た
。

し
ぜ
ん
と
不
足
分
を
補
う
く
ふ
う
が
さ

れ
、
そ
の
一
つ
に
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
を

か
ね
て
の
働
き
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
か
ら
帰
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
友

だ
ち
と
魚
釣
り
に
よ
く
で
か
け
ま
し
た
。

広
い
水
田
地
帯
の
ま
ん
中
に
小
川
が
流

れ
て
い
て
、
そ
こ
で
、
ハ
ヤ
、
ウ
グ
イ
、

フ
ナ
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
を
釣
り
、
夕
刻
に

な
り
ま
す
と
置
き
針
を
仕
掛
け
て
帰
り
ま

し
た
。
こ
の
置
針
に
時
々
ナ
マ
ズ
や
大
き

な
コ
イ
、
た
ま
あ
に
う
な
ぎ
が
か
か
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

釣
っ
た
魚
は
食
膳
を
に
ぎ
わ
し
ま
し

た
。
ハ
ヤ
や
ウ
グ
イ
は
と
く
に
た
く
さ
ん

釣
れ
た
の
で
よ
く
天
ぷ
ら
に
し
ま
し
た
。

や
わ
ら
か
く
淡
泊
な
味
で
お
い
し
い
食
べ

も
の
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ナ
の
大
き
め
の

も
の
は
骨
が
か
た
い
の
で
よ
く
煮
つ
め
、

甘
露
煮
の
保
存
食
に
し
ま
し
た
。
ド
ジ
ョ

ウ
鍋
は
、
郷
土
の
ご
ぼ
う
と
卵
と
を
あ
わ

せ
て
特
別
な
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

稲
刈
り
の
季
節
に
な
り
ま
す
と
、
イ
ナ

ゴ
が
た
く
さ
ん
発
生
し
、
み
ん
な
で
袋

い
っ
ぱ
い
に
数
日
間
と
り
つ
づ
け
、
蒸
し

た
り
炒
め
た
り
煮
込
ん
だ
り
し
て
、
こ
れ

も
保
存
食
に
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
何

を
す
る
に
も
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
の
楽
し

い
遊
び
の
一
つ
で
し
た
。

こ
う
い
う
遊
び
か
ら
得
た
食
材
は
、
ふ

る
里
の
味
お
ふ
く
ろ
の
味
を
生
み
だ
し
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
し
て
い
く
体
内
に
し

み
こ
ん
で
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
数
十
年
た
っ
た
今
も

時
々
思
い
出
し
、
安
ら
ぎ
を
や
寛
ろ
ぎ
を

覚
え
、
当
時
の
友
だ
ち
の
消
息
に
思
い
を

は
せ
、
少
年
時
代
へ
の
思
い
が
な
つ
か
し

く
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

今
日
、
地
域
の
自
然
の
食
材
を
得
る
の

は
難
し
く
、
そ
の
活
用
は
ほ
と
ん
ど
で
き

な
く
な
り
、
か
わ
っ
て
学
校
給
食
が
ふ
る

里
の
味
、
お
ふ
く
ろ
の
味
を
提
供
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

教
え
子
の
同
窓
会
や
ク
ラ
ス
会
な
ど
で

懇
談
し
て
い
ま
す
と
、
給
食
の
話
題
が

時
々
で
ま
す
。「
く
じ
ら
の
唐
揚
げ
が
お

い
し
く
て
も
っ
と
も
っ
と
食
べ
た
か
っ

た
。」「
食
パ
ン
に
バ
タ
ー
を
つ
け
て
ハ
ム

を
は
さ
ん
で
│
│
、
今
思
い
出
す
だ
け
で

も
あ
の
味
は
忘
れ
ら
れ
な
い
な
あ
。」「
脱

脂
ミ
ル
ク
を
毎
日
飲
ん
だ
っ
け
。」
な
ど

な
ど
。
給
食
の
話
に
な
り
ま
す
と
き
ま
っ

て
話
が
は
ず
み
、
心
が
一
つ
に
な
っ
て
い

き
、
ま
す
ま
す
明
る
く
楽
し
い
会
の
雰
囲

気
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

何
年
た
っ
て
も
学
校
給
食
の「
あ
の
味
」

が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
ふ
る
里
の
味

お
ふ
く
ろ
の
味
と
も
い
え
る
心
に
し
み
こ

ん
だ
味
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。そ
の
味
は
、

人
と
人
と
の
心
を
結
び
つ
づ
け
る
心
の
味

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
原
点
で
あ
り
ま
す
主
要
な
食
材
の

ほ
と
ん
ど
を
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
学

校
給
食
会
が
取
り
揃
え
、
調
理
関
係
者
が

そ
れ
を
活
か
し
て
、
心
に
残
る
学
校
給
食

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
は
今
後
と
も
子
ど
も
た
ち
の

心
を
育
み
、人
と
人
の
心
を
通
わ
せ
結
び
、

心
の
時
代
を
築
い
て
い
く
基
に
な
っ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

ふ
る
里
の
味
「
給
食
」

（
前
新
座
市
教
育
委
員
会
教
育
長
）

臼
倉
　
正
堯



(3) 給食会報　(平成21年１月１日発行第147号)

県
保
健
体
育
課
か
ら

給

食

会

行

事

平
成
二
十
年
三
月
に
、
新
し
い
小
・
中

学
校
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
、
総
則

や
関
連
教
科
等
に
お
い
て
、「
食
育
」
が

学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進

＝
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実
＝

明
記
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
給
食
を
活
用
し
た
食
に
関

す
る
指
導
の
充
実
な
ど
を
図
る
た
め
、
平

成
二
十
年
六
月
に
学
校
給
食
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
県
で
は
今
年
度
新

た
に
、
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実
を
図
る

た
め
、次
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
校
給
食
調
理
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

今
年
度
の
学
校
給
食
調
理
コ
ン
ク
ー
ル

に
は
、
課
題
献
立
一
九
点
、
自
由
献
立
一

五
点
、
合
計
三
四
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。課

題
献
立
部
門
は
昨
年
度
に
引
き
続

き
、「
①
県
内
の
地
場
産
農
畜
産
物
を
取

り
入
れ
た
献
立
、
②
白
い
ご
は
ん
を
中
心

と
し
た
主
食
、
主
菜
、
副
菜
の
献
立
」
と

し
ま
し
た
の
で
、
草
加
煎
餅
、
小
松
菜
、

く
わ
い
な
ど
、
地
場
産
物
を
多
く
取
り
入

れ
た
、
創
意
・
工
夫
さ
れ
た
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

審
査
は
、
七
月
九
日
の
一
次
審
査
（
書

類
審
査
）
を
経
て
、
七
月
二
九
日
に
、
学

校
給
食
会
の
調
理
実
習
室
で
二
次
審
査

（
調
理
実
技
審
査
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
賞
は
、
各
審
査
員
の
採
点
の
合
計
で

決
ま
り
ま
す
が
、
各
審
査
員
か
ら
は
出
品

さ
れ
た
い
ず
れ
の
作
品
も
す
ば
ら
し
い
内

容
で
甲
乙
付
け
が
た
い
と
の
講
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

埼 玉 県 教 育 委 員 会 教 育 長 賞  
埼 玉 県 学 校 給 食 会 会 長 賞  
埼玉県学校給食センター研究協議会会長賞  
埼 玉県米消費拡大推進連絡協議会会長賞  

協 賛 団 体 賞  

草 加 市 立 谷 塚 中 学 校 チ ー ム
鴻 巣 市 立 赤 見 台 第 一 小 学 校 チ ー ム  
所 沢 市 立 和 田 小 学 校 チ ー ム
さ い た ま 市 立 原 山 小 学 校 チ ー ム  
越 谷 市 立 第 三 学 校 給 食 セ ン タ ー チ ー ム  
埼 玉 県 立 日 高 養 護 学 校 チ ー ム

平成20年度学校給食調理コンクール受賞チーム一覧表 
（課題献立部門） 平成20年７月29日 

賞 チーム名 

埼 玉 県 教 育 委 員 会 教 育 長 賞  
埼 玉 県 学 校 給 食 研 究 会 会 長 賞  
埼 玉 県 学 校 栄 養 士 研 究 会 会 長 賞  
埼 玉 県 学 校 給 食 牛 乳 協 議 会 会 長 賞  

協 賛 団 体 賞  

宮 代 町 教 育 委 員 会 チ ー ム
北 本 市 立 栄 小 学 校 チ ー ム
埼 玉 県 立 越 谷 養 護 学 校 チ ー ム
久 喜 市 教 育 委 員 会 チ ー ム
さ い た ま 市 立 常 盤 中 学 校 チ ー ム  
上 尾 市 立 中 央 小 学 校 チ ー ム

賞 チーム名 
（自由献立部門） 

＊表彰は、11月19日(水)彩の国学校給食研究大会において行なわれました。

【食育指導力向上授業研究協議会】
〈ねらい〉
授業時間における食に関する指
導の充実を図るため、指導方法の
工夫改善を促進し、授業を通して
児童生徒の望ましい食習慣の形成
に資する。
〈内 容〉
授業公開、指導講評など

〈期 日〉
◆南部教育事務所管内
鳩ヶ谷市立辻小学校
11月28日�

◆西部教育事務所管内
川越市立川越小学校
１月23日�

◆北部教育事務所管内
熊谷市立奈良小学校
12月５日�

◆東部教育事務所管内
幸手市立吉田小学校
１月28日�

【食育推進者育成研修会】
〈ねらい〉
食に関する指導全体計画の作成
や保護者との連携など、学校にお
ける食育を推進する教職員の資質
向上を図る。
〈内 容〉
栄養教諭による実践発表と指導
講評など
〈期 日〉
○教 諭 を 対 象：８月26日�
○栄養教諭を対象：９月９日�

【熊谷市立奈良小学校】
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１．完全給食実施状況

（１）公立小・中学校

区　　　分

小　　学　　校

中　　学　　校

合　　　　　計

821校

424校

1,245校

397,661人

187,602人

585,263人

100％

100％

100％

学 校 数 児童・生徒数 実施率

※小学校の完全給食は、分校１校を含む。

（２）公立夜間定時制高等学校・公立特別支援学校

※夜間定時制高等学校の生徒数は、給食受給を申し出ている人数です。

２．米飯給食実施状況（公立学校）

※ 平均実施回数　週2.71回（児童・生徒数の加重平均）

３．調理方式別完全給食実施状況（公立小・中学校）

平
成
十
九
年
五
月
一
日
現
在
に
お
け
る
本
県
の
学

校
給
食
の
実
施
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

学
校
給
食
実
施
状
況
調
査

＝
県
保
健
体
育
課
か
ら
＝区　　　分

夜間定時制高等学校

区分（給食回数）

学校種別
調理方式

学 校　 数 359校（43.7％） 133校（31.4％） 492校（39.5％）

64,749人（34.5％） 264,145人（45.1％）

272校（64.1％） 705校（56.6％）

114,071人（60.8％） 300,442人（51.4％）

19校（ 4.5％） 48校（ 3.9％）

8,782人（ 4.7％） 20,676人（ 3.5％）

424校（ 100％） 1,245校（ 100％）

187,602人（ 100％） 585,263人（ 100％）

199,396人（50.1％）

433校（52.8％）

186,371人（46.9％）

29校（ 3.5％）

11,894人（ 3.0％）

821校（ 100％）

397,661人（ 100％）

児童・生徒数

学 校　 数

児童・生徒数

学 校　 数

児童・生徒数

学 校　 数

児童・生徒数

単独校調理

共 同 調 理

全面委託等

合 計

小学校（比率） 中学校（比率） 合　計（比率）

特 別 支 援 学 校

合　　　　　　　計

34校

30校

64校

2,473人

4,489人

6,962人

100％

100％

100％

学 校 数

200校

６校

445校

563校

55校

27校

12校

1,309校

１校

学 校 数

15.3％

0.5％

34.0％

43.0％

4.2％

2.1％

0.9％

100％

0.1％

比率

81,581人

3,165人

203,867人

266,155人

29,248人

6,930人

890人

592,225人

389人

児童・生徒数

13.8％

0.5％

34.4％

44.9％

4.9％

1.2％

0.2％

100％

0.1％

比率

・自校炊飯方式

391 校

29.9％

・委託炊飯方式

918 校

70.1％

備　　　考

児童・生徒数 実施率

学
校
給
食
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

昨
年
十
一
月
十
三
日
第
五
九
回
全
国

学
校
給
食
研
究
協
議
大
会
に
お
い
て
、

学
校
給
食
に
顕
著
な
功
績
を
残
さ
れ

た
、
本
会
前
常
務
理
事
、
�
鷲
幸
助
氏

が
平
成
二
〇
年
度
学
校
給
食
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
〇
年
度
親
子
料
理
教
室
を
開
催

学
校
給
食
の
意
義
や
食
材
及
び
献
立

内
容
に
つ
い
て
、
保
護
者
と
児
童
生
徒

の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
食
育
に
つ

い
て
家
庭
と
の
連
携
を
深
め
る
た
め
、

親
子
を
対
象
と
し
た
料
理
教
室
を
昨
年

度
に
引
き
続
き
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
保
護
者
一
四
名
、
児
童
生
徒

一
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

週 １ 回

週 ２ 回

週 ２．５ 回

週 ３ 回

週 ３．５ 回

週 ４ 回

週 ５ 回 以 上

そ の 他

合 計

給

食

会

行

事



東

部

教

育

事

務

所

管

内

川口市

鴻巣市

上尾市

草加市

蕨 市

戸田市

鳩ケ谷市

朝霞市

志木市

和光市

新座市

桶川市

北本市

伊奈町

川越市

所沢市

飯能市

東松山市

狭山市

入間市

富士見市

坂戸市

鶴ヶ島市

日高市

ふじみ野市

三芳町

毛呂山町

越生町

滑川町

嵐山町

小川町

川島町

吉見町

鳩山町

ときがわ町

東秩父村

熊谷市

秩父市

深谷市

横瀬町

皆野町

長瀞町

小鹿野町

美里町

神川町

西

部

教

育

事

務

所

管

内

北

部

教

育

事

務

所

管

内

(5) 給食会報　(平成21年１月１日発行第147号)

平成20年５月１日現在 市町村学校給食費（保護者負担額のみ）

市
町
村(

組
合)

名

さいたま市

西

部

教

育

事

務

所

管

内

区
分

年間実施

予定回数

（回）

１食当り

平均単価

（円）

年間実施

予定回数

（回）

１食当り

平均単価

（円）

180

180

187

186

187

180

180

182

185

183

180

182

188

185

180

186

195

188

190

187

185

184

189

180

232.22

220.00

223.53

230.65

235.29

224.58

226.11

229.67

225.95

228.42

232.22

217.58

213.97

231.89

220.00

218.82

214.36

223.80

214.21

223.53

225.95

209.24

221.16

213.89

173

180

189

187

186

179

180

175

185

183

178

180

188

185

182

187

185

185

190

187

182

184

189

175

286.13

259.72

249.45

264.71

283.87

271.01

262.78

282.86

255.68

264.48

271.91

256.67

265.99

267.57

259.89

264.71

267.57

280.77

254.74

264.71

278.02

245.11

279.37

251.43

小学校(高学年) 中 学 校

南

部

教

育

事

務

所

管

内

市
町
村(

組
合)

名

区
分

年間実施

予定回数

（回）

１食当り

平均単価

（円）

年間実施

予定回数

（回）

１食当り

平均単価

（円）

187

185

185

194

189

180

189

186

189

187

191

194

191

183

188

188

191

188

185

185

188

185

193

190

194.12

228.92

214.05

206.96

241.24

232.22

221.16

224.73

209.52

211.76

218.85

215.46

213.09

214.29

223.39

222.34

230.37

222.34

227.02

214.05

204.79

239.98

216.58

209.98

187

182

185

194

187

180

189

186

189

187

186

194

190

181

188

188

188

183

184

185

188

185

193

190

235.29

271.98

249.73

252.32

288.76

268.89

261.90

266.13

256.08

258.82

272.04

255.15

254.74

265.22

268.10

275.00

263.30

270.49

267.41

249.73

245.74

285.41

256.48

249.99

小学校(高学年) 中 学 校

寄居町

行田市

加須市

春日部市

羽生市

越谷市

久喜市

八潮市

三郷市

蓮田市

幸手市

吉川市

北川辺町

大利根町

宮代町

白岡町

菖蒲町

栗橋町

鷲宮町

杉戸町

松伏町

平 均 185 222.56 183 267.29

市
町
村(

組
合)

名

区
分

年間実施

予定回数

（回）

１食当り

平均単価

（円）

年間実施

予定回数

（回）

１食当り

平均単価

（円）

191

190

188

190

186

179

180

185

186

185

192

189

187

189

190

185

186

191

190

188

189

185

213.09

211.32

213.56

241.71

230.65

221.23

232.22

220.00

215.86

225.95

229.17

215.34

211.76

221.16

202.63

231.89

218.82

207.33

214.21

216.49

232.80

225.95

191

190

188

189

186

179

178

185

185

185

192

189

187

190

190

185

186

191

198

188

190

185

264.92

254.74

251.60

274.65

277.96

267.32

275.00

258.65

261.62

261.62

263.54

256.08

252.94

248.95

237.37

255.68

248.39

241.88

261.11

251.60

272.11

255.68

小学校(高学年) 中 学 校

本 庄 ･
上 里

本 庄
(旧児玉)

騎西・
鴻巣



給食会報　(平成21年１月１日発行第147号) (6)

給
食
主
任
の
眼

た
の
し
い
給
食

菖蒲町立栢間小学校　５年　有山
ありやま

桃
もも

加
か

幸手市立行幸小学校　５年　船岡
ふなおか

美
み

希
き

幸手市立行幸小学校　１年　吉
よし

田
だ

楓
ふう

香
か

菖蒲町立栢間小学校　６年　荒
あら

井
い

美
み

和
わ

本
校
は
、
今
年
度
末
を
も
っ
て
閉
校
と

な
り
、
古
谷
小
学
校
と
統
合
に
な
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
る
、
全
校
児
童
六
十
七
名

の
小
規
模
校
で
す
。
毎
日
の
学
校
生
活
で

は
、
児
童
が
ま
る
で
兄
弟
姉
妹
の
よ
う
に

仲
良
く
遊
び
、
声
を
か
け
あ
っ
て
過
ご
し

て
お
り
、
大
き
な
家
族
の
よ
う
に
見
え
、

と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

目
指
す
学
校
像
「
生
き
る
喜
び
が
あ
ふ

れ
る
学
校
」
の
も
と
、
本
校
で
の

給
食
指
導
で
は
望
ま
し
い
食
習
慣

の
形
成
を
図
る
と
し
て
「
食
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
食
事
を
す
る
」、

ま
た
、
食
事
を
通
し
て
好
ま
し
い

人
間
関
係
を
育
て
る
と
し
て
「
友

だ
ち
や
先
生
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、

楽
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
」
の
二

つ
を
大
切
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。

一
つ
め
の
「
食
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
食
事
を
す
る
」
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
栄

養
士
の
指
導
を
い
た
だ
く
と
共

に
、
授
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
い

た
り
、
給
食
試
食
会
を
開
催
し
て

保
護
者
の
方
々
に
も
理
解
を
い
た

だ
い
た
り
し
て
、
偏
食
に
な
ら
な

い
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。年
度
当
初
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、

朝
食
を
食
べ
て
こ
な
い
児
童
や
食
べ
て
も

一
品
の
み
と
い
う
児
童
が
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
学
ん
だ

こ
と
に
よ
り
、
朝
の
食
事
に
も
気
を
配
る

児
童
が
複
数
で
た
こ
と
は
、
う
れ
し
い
収

穫
で
し
た
。

二
つ
め
の
「
友
だ
ち
や
先
生
と
、
マ

ナ
ー
を
守
り
、
楽
し
く
食
べ
る
」
と
い
う

点
で
は
、
縦
割
り
で
の
「
な
か
よ
し
給
食
」

の
実
施
や
、
少
人
数
を
生
か
し
て
、
学
年

ご
と
に
よ
る
校
長
室
で
の
校
長
と
会
食
を

す
る
機
会
を
学
期
一
回
設
定
し
、
共
に
食

事
を
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
、
食
卓
を
囲

む
人
た
ち
へ
の
配
慮
を
学
ん
で
い
ま
す
。

「
校
長
先
生
、
失
礼
し
ま

す
。」
緊
張
し
た
面
持
ち
で

校
長
室
に
入
り
、
配
膳
の
用

意
を
す
る
児
童
。
大
き
な

テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
ク
ラ
ス

全
員
で
会
食
が
で
き
る
と
い

う
よ
さ
も
、
少
人
数
で
あ
る

本
校
な
ら
で
は
の
大
き
な
特

長
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

本
校
は
、
県
学
校
給
食
会

の
食
育
モ
デ
ル
校
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
、
お
い
し
く
、
楽
し
く
、

マ
ナ
ー
よ
く
食
事
が
で
き
る

よ
う
指
導
し
、
児
童
の
体
と

共
に
心
も
豊
か
に
育
て
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
お
い
し
く
楽
し
く
マ
ナ
ー
よ
く
」

川
越
市
立
古
谷
東
小
学
校

給
食
主
任
　
蒔
田
　
敏
雄



(7) 給食会報　(平成21年１月１日発行第147号)

【献立例】

・キムチチャーハン・牛乳・ワンタン
スープ・焼き栗コロッケ・果物
【作り方】

①米を洗米し、米粒麦と油を加えて固め
に炊きあげる。
②人参はせん切り。アスパラガスは５㎜
の小口切りにし、色良く塩ゆでする。
③卵は大きめのいりたまごにしておく。
④人参、豚肉を炒め、調味する。
⑤白菜キムチ、白いりごまを加えて火を
通す。
⑥炊きあがったごはんに②③⑤を混ぜ込
んだ後、配缶する。

小
・
中
の
共
同
調
理
場
の
栄
養
教
諭
と

し
て
の
ス
タ
ー
ト
は
小
学
校
勤
務
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
お
も
に
小
学
生
へ
の「
食
に

関
す
る
指
導
」を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。

栄
養
教
諭
の
職
務
内
容
を
踏
ま
え
、
食

育
推
進
計
画
を
盛
り
込
み
な
が
ら
今
ま
で

取
り
組
ん
で
い
た
内
容
を
一
つ
一
つ
確
認

し
、
力
戦
奮
闘
の
毎
日
で
し
た
。

中
学
生
に
お
い
て
は
小
学
校
で
実
施
し

て
い
た
個
別
的
な
相
談
指
導
を
継
続
的
に

実
施
し
小
・
中
連
携
指
導
を
図
り
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
、中
学
校
の
共
同
調
理
場
へ

と
異
動
に
な
り
ま
し
た
。
中
学
校
で
の
一

番
の
仕
事
は
ま
ず
給
食
管
理
で
し
た
。
小

学
校
に
比
べ
残
滓
が
多
い
中
学
校
に
お
い

て
生
き
た
教
材
と
な
る
給
食
を
栄
養
管
理

や
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
お
い

し
く
安
全
な
給
食
作
り
に
心
が
け
ま
し
た
。

又
、
共
同
調
理
場
勤
務
と
い
う
こ
と
も

あ
り
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、

給
食
を
通
し
て
食
育
を
地
域
に
広
め
る
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
保
護
者
の
試

食
会
は
も
と
よ
り
地
域
の
方
々
に
も
多
く

給
食
を
食
べ
て
い
た
だ
き
そ
の
際
に
は

「
食
育
」
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
商
工
会
青
年
部
の
方
に
は

「
家
庭
に
お
け
る
食
生
活
」
に
つ
い
て
、

ア

ン

テ

ナ

将
来
食
へ
の
道
を
目
指
し
て
い
る
地
元
の

高
校
生
に
は
「
給
食
管
理
」
に
つ
い
て
、

又
、
先
日
は
ネ
パ
ー
ル
か
ら
「
学
校
保
健

栄
養
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
視
察
団
が

日
本
の
保
健
や
給
食
の
視
察
に
訪
れ
ま
し

た
。
和
食
を
中
心
と
し
た
地
場
産
物
を
活

用
し
た
給
食
を
試
食
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
有
効

に
活
用
し
て
地
域
と
の
連
携
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
こ
に
き
て
、
学
校
給
食
法
の
抜
本
改

正
・
学
習
指
導
要
領
の
改
正
な
ど
ま
す
ま

す
栄
養
教
諭
・
栄
養
職
員
に
よ
る
食
に
関

す
る
指
導
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
食
に
関
す
る
正
し
い

知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
は
川
口
・
鳩
ヶ
谷
の
二
市
に
住
む

小
学
一
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
に
あ
た
る

児
童
生
徒
が
通
う
特
別
支
援
学
校
で
す
。

十
七
年
度
か
ら
調
理
業
務
が
民
間
委
託
に

な
り
ま
し
た
。
調
理
数
は
三
四
〇
食
と
特

別
支
援
学
校
の
中
で
は
比
較
的
規
模
の
大

き
い
学
校
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
毎
日
、
朝
の
会
で
の
給

食
献
立
紹
介
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

て
、
給
食
室
前
の
廊
下
に
掲
示
し
て
い
る

献
立
写
真
を
見
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
「
今

日
の
給
食
は
○
○
だ
ね
！
」
と
話
し
て
い

る
声
を
聞
く
と
、作
る
励
み
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
児
童
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
試
食

会
で
保
護
者
に
も
大
好
評
だ
っ
た
一
品
を

紹
介
し
ま
す
。
献
立
に
加
え
た
当
初
、
具

は
キ
ム
チ
と
豚
肉
・
人
参
だ
け
だ
っ
た
の

で
す
が
、
彩
り
や
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
今

の
ス
タ
イ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

味

だ

よ

り

本
校
の
よ
う
に
年
齢
幅
が
広
い
学
校
で

は
辛
さ
の
設
定
が
難
し
い
の
で
す
が
、
キ

ム
チ
味
だ
と
辛
さ
に
旨
味
が
プ
ラ
ス
さ
れ

る
の
で
小
さ
い
子
の
ク
ラ
ス
で
も
ど
ん
ど

ん
食
べ
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
麦
ご
は
ん
で
作
る
こ
と
で
混
ぜ

込
み
チ
ャ
ー
ハ
ン
で
も
ベ
タ
つ
か
ず
、
さ

ら
に
は
食
物
繊
維
も
摂
取
し
や
す
い
と
い

う
作
る
側
に
も
う
れ
し
い
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

本
校
に
は
食
に
対
し
て
偏
っ
た
こ
だ
わ

り
を
持
つ
子
、
味
覚
の
幅
が
狭
い
子
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
給
食
を
通
じ
て
食
に

対
す
る
興
味
を
深
め
、
食
べ
る
こ
と
を
楽

し
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
生
き
た

教
材
と
し
て
の
学
校
給
食
の
提
供
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

材料(中学部・高等部１人分)分量(g)
精白米……………………………80

強化米 …………………………0.3
米粒麦……………………………10

サラダ油 ………………………0.8
清酒 ……………………………1.2
豚肩肉(小間切れ)………………35

にんじん…………………………18

白菜キムチ(刻みタイプ）………22

サラダ油 ………………………0.5
アスパラガス(細めの物)………10

白いりごま ……………………0.8
食塩 ……………………………0.7
うすくちしょうゆ ………………2

中華だし ………………………1.6
殺菌凍結液卵……………………12

サラダ油 …………………………1

「
キ
ム
チ
チ
ャ
ー
ハ
ン
」

埼
玉
県
立
川
口
養
護
学
校

主
任
　
荒
井
　
雅
子

「
地
域
に
根
ざ
す
食
育
」

秩
父
第
一
中
学
校

栄
養
教
諭
　
南
　
正
子
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栄
養
士
の
四
季

積
と
ほ
ぼ
同
じ
二
千
二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

達
し
、
日
本
一
の
ほ
う
れ
ん
そ
う
産
地
と

し
て
発
展
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

埼
玉
県
で
は
、
畑
に
直
播
き
を
行
う
露

地
栽
培
が
主
体
で
昭
和
六
十
年
代
ま
で
周

年
で
栽
培
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

ほ
う
れ
ん
そ
う
は
、
夏
の
暑
さ
に
弱
い

こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
秋
か
ら
春
ま
で
の

栽
培
が
一
般
的
で
す
。

ま
た
、
主
要
産
地
で
は
生
産
履
歴
シ
ス

テ
ム
の
導
入
や
減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
栽

培
の
推
進
を
行
う
な
ど
、
安
全
で
安
心
を

追
求
し
た
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ほ
う
れ
ん
そ
う
の
栄
養
で
特
徴
的
な
も

の
は
鉄
で
野
菜
の
含
有
量
で
は
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
す
。
鉄
は
赤
血
球
中
の
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
の
合
成
に
必
要
で
す
が
、
吸
収
し
に

く
く
、
欠
乏
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
十
分
な
摂
取
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
鉄
の
吸
収
を
助

け
て
く
れ
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
水
溶
性
で
す
の
で
水
に

溶
け
や
す
く
、
加
熱
時
に
壊
れ
や
す
い
性

質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
確
実
に
無
駄
な
く
摂
取
す

る
に
は
一
分
ぐ
ら
い
茹
で
て
手
早
く
調
理

す
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

●
調
理
の
コ
ツ

●
栄
養

●
栽
培

原
産
地
は
ペ
ル
シ
ャ
周
辺
で
東
へ
は
ネ

パ
ー
ル
か
ら
中
国
に
渡
り
、
七
世
紀
頃
に

中
国
で
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
中
国
の
栽
培
種
は
、
葉
が
ぎ
ざ
ぎ

ざ
し
て
お
り
、
東
洋
種
の
特
徴
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

西
へ
は
ア
フ
リ
カ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

伝
わ
り
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
栽
培
種

は
、
葉
が
丸
い
の
が
特
徴
で
、
西
洋
種
と

呼
ば
れ
ま
す
。

日
本
へ
は
十
六
世
紀
に
中
国
か
ら
東
洋

種
が
、
明
治
に
入
っ
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
西

洋
種
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
ま
で

は
高
級
野
菜
で
し
た
が
、
大
正
時
代
に
普

及
し
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
栽
培
量
が
大

き
く
増
え
ま
し
た
。
現
在
主
流
の
も
の
は

東
洋
種
と
西
洋
種
の
交
雑
種
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

埼
玉
県
で
も
新
鮮
野
菜
の
供
給
基
地
と

し
て
児
玉
・
大
里
地
域
や
入
間
・
北
足
立

地
域
で
急
激
に
栽
培
が
拡
大
し
て
い
き
ま

し
た
。

昭
和
四
十
二
年
に
は
、
現
在
の
栽
培
面

●
来
歴

「
ほ
う
れ
ん
そ
う
」

埼
玉
県
農
林
部
生
産
振
興
課

主
査
　
九
十
九
　
和
彦

秋
の
味
覚
と
し
て
「
ふ
か
し
い
も
」
を

給
食
に
出
し
た
日
の
こ
と
。

「
こ
ん
な
の
山
の
よ
う
に
返
っ
て
く
る
よ
。

残
菜
ば
っ
か
増
や
し
て
ど
う
す
る
ん
だ
。」

と
調
理
員
さ
ん
は
朝
か
ら
ブ
ツ
ブ
ツ
…
。

一
学
期
の
残
菜
が
多
く
、
夏
休
み
明
け
か

ら
量
を
調
節
し
た
り
と
残
菜
の
量
を
気
に

し
て
る
私
に
は
、
痛
い
一
言
。

さ
つ
ま
い
も
を
蒸
し
器
か
ら
出
す
と
、

キ
レ
イ
な
黄
色
。
で
き
は
上
々
。
で
も
、
確

か
に
今
の
子
は
さ
つ
ま
い
も
を
蒸
し
た
だ

け
の
料
理
は
食
べ
な
れ
て
い
な
い
し
、
た
く

さ
ん
返
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
不

安
に
な
る
。
さ
つ
ま
い
も
の
栄
養
や
ク
イ

ズ
を
載
せ
た
手
紙
を
つ
け
る
こ
と
に
し
た
。

無
事
給
食
を
作
り
終
え
、
手
紙
と
と
も

に
子
ど
も
た
ち
の
も
と
へ
運
ぶ
。
食
べ
て

い
る
様
子
を
見
に
行
く
と
、
デ
ザ
ー
ト
代

わ
り
に
と
っ
て
お
い
て
い
る
子
も
い
て
、

ぼ
ち
ぼ
ち
の
食
べ
具
合
。
全
校
だ
と
ど
う

か
な
？
と
い
っ
た
感
触
。

残
菜
当
番
の
調
理
員
さ
ん
は
、
い
つ
も

の
残
菜
の
準
備
に
プ
ラ
ス
し
て
、
ふ
か
し

芋
専
用
の
ポ
リ
バ
ケ
ツ
と
ゴ
ミ
袋
を
５
枚

も
用
意
し
て
、
待
ち
構
え
て
い
る
。
も
し
、

出
し
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
全
部
返
っ
て
き

た
と
し
て
も
、
八
〇
〇
人
分
な
の
で
せ
い

ぜ
い
二
袋
位
い
で
済
む
。
大
げ
さ
な
の
で

み
ん
な
で
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。

い
よ
い
よ
、
食
缶
が
返
っ
て
く
る
。
ふ

か
し
い
も
の
残
菜
は
と
い
う
と
、十
五
個
。

調
理
員
さ
ん
の
予
想
ど
こ
ろ
か
私
の
予
想

も
大
き
く
上
回
る
良
い
結
果
だ
っ
た
。

そ
の
日
の
放
課
後
、
職
員
室
で
も
話
題

に
な
っ
て
い
た
。
四
年
生
の
国
語
の
時
間

に
『
一
つ
の
花
』
と
い
う
戦
時
中
の
題
材

が
あ
る
。
私
も
小
学
生
の
頃
勉
強
し
た
記

憶
が
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
勉
強
し
て
い
た
時

期
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、子
ど
も
た
ち
は

「
ゆ
み
子
は
、
こ
の
い
も
一
つ
だ
っ
た
ん
だ

ね
…
」(

給
食
で
は
も
ち
ろ
ん
、
ふ
か
し
い

も
の
他
に
ス
ー
プ
や
野
菜
炒
め
が
つ
く
）

「
こ
れ
だ
け
し
か
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら

す
ご
く
お
腹
す
い
て
た
ん
だ
ね
…
」
と
言
い

な
が
ら
、
国
語
の
時
間
に
学
ん
だ
こ
と
を

思
い
出
し
て
食
べ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

『
一
つ
だ
け
の
い
も
、
一
つ
だ
け
の
に
ぎ

り
飯
、
一
つ
だ
け
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
に
つ
け
。』

国
語
の
物
語
を
通
し
て
食
べ
も
の
の
大
切

さ
も
知
れ
る
。
食
育
っ
て
幅
広
い
な
ぁ
と

改
め
て
感
じ
た
日
だ
っ
た
。

学
校
栄
養
士
に
な
っ
て
、
ま
だ
半
年
。

新
米
な
が
ら
毎
日
、
無
事
に
給
食
が
出
せ

て
い
る
の
は
、調
理
員
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

北
小
の
先
生
方
、
困
っ
た
時
は
い
つ
も
助

け
て
く
れ
る
市
内
の
栄
養
士
さ
ん
、
業
者

の
方
…
多
く
の
人
の
お
か
げ
。
人
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
・
食
べ
も
の
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
明
日
か
ら
も
ま
た
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。

「
こ
ち
ら
北
小
学
校
給
食
室
」

所
沢
市
立
北
小
学
校

栄
養
技
師
　
那
須
　
弘
実

食
品
豆
知
識
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冬
に
穫
れ
る
旬
の
野
菜
に
「
里
い
も
」
が
あ
り

ま
す
。
里
い
も
は
、
子
い
も
が
た
く
さ
ん
付
く
こ

と
か
ら
昔
か
ら
縁
起
が
よ
い
も
の
と
い
わ
れ
、
正

月
や
祝
い
日
の
料
理
に
欠
か
せ
な
い
食
材
で
す
。

ま
た
、
冬
に
収
穫
さ
れ
る
土
の
中
の
里
芋
、
こ

ん
に
ゃ
く
芋
、
大
根
、
か
ぶ
、
ご
ぼ
う
、
人
参
等

は
、
体
を
温
め
る
食
材
と
い
わ
れ
冬
に
適
し
た
食

べ
物
と
言
え
ま
す
。

春
日
部
市
は
、
桐
タ
ン
ス
の
町
と
し
て
有
名
で

す
が
、
埼
玉
県
の
東
部
に
位
置
し
肥
沃
な
穀
倉
地

帯
で
、
米
を
は
じ
め
と
し
て
、
な
す
や
き
ゅ
う
り

等
の
出
荷
や
梨
、
ぶ
ど
う
等
の
果
樹
、
特
に
「
産

直
の
里

内
牧
」
の
梨
は
、
観
光
農
園
地
域
と
し

て
有
名
で
す
。
私
が
住
ん
で
い
る
内
牧
地
区(

三

堂
半
縄：

ミ
ド
ウ
ハ
ン
ナ
地
区)

は
、
七
〜
八
年

前
ま
で
人
呼
び(

結
婚
式
、
正
月
、
節
句
な
ど)

の

旬
料
理
の
味
「
里
い
も
の
煮
し
め
」

食

卓

談

話
ふるさとの味伝承士

（春日部市）

田口　周子

慶
事
等
が
あ
る
と
、
赤
飯
と
煮
し
め
を
「
お
ち
つ

き
」
と
言
っ
て
、
来
客
さ
れ
た
方
に
食
べ
て
も
ら

う
習
わ
し
が
あ
り
ま
し
た
。

煮
し
め
の
材
料
は
、
季
節
に
よ
っ
て
里
い
も
を

じ
ゃ
が
い
も
に
す
る
な
ど
、
家
で
穫
れ
た
野
菜
を

使
い
工
夫
し
て
料
理
し
ま
す
。

こ
の
他
、
昔
な
が
ら
の
冬
の
料
理
と
し
て
き
ん

ぴ
ら
ご
ぼ
う
や
切
り
干
し
大
根
の
煮
付
け
、
白
菜

の
漬
物
な
ど
も
よ
く
作
り
ま
す
。

地
域
で
穫
れ
た
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
は
、

体
に
一
番
あ
っ
た
薬
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
旬
の
味
、
ふ
る
さ
と
の
味
を

家
庭
や
地
域
に
伝
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
作
り
方
】

一
、
里
芋
は
皮
を
む
い
て
、
一
口
大
の
大
き
さ
に

切
る
。
人
参
は
、
皮
を
む
い
て
里
芋
の
大
き

さ
に
合
わ
せ
た
乱
切
り
に
す
る
。ご
ぼ
う
は
、

乱
切
り
に
し
下
ゆ
で
を
す
る
。

二
、
竹
の
子
は
、銀
杏
切
り
に
す
る
。し
い
た
け
は
、

水
で
も
ど
し
て
か
ら
大
き
い
も
の
は
半
月
切

り
に
す
る
。
れ
ん
こ
ん
は
半
月
切
り
に
す
る
。

三
、
こ
ん
に
ゃ
く
は
、
手
で
ち
ぎ
る
。(

味
が
し

み
こ
み
や
す
い)

四
、
�
�
�
の
材
料
に
砂
糖
、
酒
、
し
ょ
う
ゆ
、

だ
し(

鰹
だ
し)

、
し
い
た
け
の
戻
し
汁
、
ご

ぼ
う
の
ゆ
で
汁(

下
ゆ
で
し
た
も
の)
で
煮

る
、
始
め
は
、
強
火
で
煮
立
た
せ
、
そ
の
後
、

と
ろ
火
で
煮
汁
が
な

く
な
れ
ば
出
来
上
が

り
で
す
。

五
、
煮
上
が
っ
た
ら

す
ぐ
冷
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト：

冷
ま
さ

な
い
と
艶
が
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｑ

＆

Ａ

さといも ……………600�

にんじん ……………200�

ごぼう ………………150�

たけのこ ……………150�

乾ししいたけ…………10枚
れんこん………………60�

こんにゃく …………2/3枚
さやえんどう…………少々
こいくちしょうゆ……80㏄
砂糖……………………80�

酒………………………50㏄

材料（12人分）

Ｑ

埼
玉
県
の
学
校
給
食
用
米
穀
の
流
通

経
路
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

米
飯
給
食
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
か

ら
正
式
に
学
校
給
食
へ
導
入
さ
れ
、
値
引

き
措
置
さ
れ
た
政
府
米
を
学
校
給
食
会
が

県
下
の
学
校
へ
一
元
的
に
供
給
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
平
成
十
一
年
度
末
を
も
っ

て
国
の
値
引
き
措
置
が
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。そ

こ
で
本
県
で
は
、
米
の
安
定
供
給
を

ど
の
よ
う
に
す
る
か
関
係
六
者
（
現
関
東

農
政
局
、
県
農
林
部
、
県
教
育
委
員
会
、

Ｊ
Ａ
埼
玉
県
中
央
会
、
Ｊ
Ａ
全
農
さ
い
た

ま
、
学
校
給
食
会
）
で
協
議
・
検
討
を
行

い
、
平
成
十
年
十
二
月
分
か
ら
埼
玉
県
産

一
〇
〇
％
の
米
を
学
校
給
食
に
供
給
す
る

体
制
を
構
築
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
学
校
給
食
用
米
穀

は
、
左
の
表
の
流
通
経
路
を
経
て
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
。

①
農
産
物
検
査

生
産
者
か
ら
各
Ｊ
Ａ
へ
集
荷
さ
れ
た
玄

米
は
、
農
産
物
検
査
法
に
基
づ
き
、
産

地
・
年
産
・
品
種
及
び
品
位
（
等
級
格
付

け
）
の
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
学
校

給
食
用
の
基
本
は
一
等
米
を
使
用
）

②
玄
米
の
品
質
検
査

精
米
工
場
が
各
Ｊ
Ａ
か
ら
引
き
取
っ
た

玄
米
は
、
精
米
加
工
す
る
前
に
、
産
地
・

年
産
・
品
種
・
量
目
・
水
分
・
鮮
度
等
を

検
査
し
て
合
格
し
た
玄
米
だ
け
を
使
用
し

て
お
り
ま
す
。

③
精
米
の
品
質
検
査

精
米
加
工
さ
れ
た
お
米
は
、
着
色
米
・

砕
米
・
籾
等
の
異
物
検
査
及
び
水
分
・
鮮

度
・
量
目
の
品
位
検
査
を
行
い
、
合
格
し

た
も
の
だ
け
を
出
荷
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
検
査
を
実
施
し
、
よ
り
安
全
で

良
質
な
米
穀
の
供
給
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

学校給食用埼玉県産米の流通経路 

�埼玉県内の稲作生産者による 
生産・収穫・出荷 

�県内各JA(農協)集荷 

�JA全農さいたまへ販売委託 

�埼玉県学校給食会が玄米購入 

�本会の指定精米工場（6工場） 

�本会の指定炊飯工場（6工場） 

�米飯供給 

（埼玉県全体の学校給食用 
　米穀の年間販売計画策定） 

精米加工⇒石抜き・金属検知・色彩選別・ 
　　　　　ガラス選別を実施 

県内の各小・中学校及び県立学校へ 

精米供給 

分別保管 

①農 産 物 検 査 

②玄米の品質検査 

③精米の品質検査 
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編

集

後

記

ねじねじくんはするめいかなので、歯ごたえが

あり、噛めば噛むほど味が出ます。また、らせん

状にカットしてあるので、たれの絡みがよく八宝

菜のようなあっさりした料理によくあいます。ま

た、いか入り焼きそばなど、いかの味を生かした

い料理にも利用しています。

子どもたちは、八宝菜をそのままおかずとして

食べたり、ごはんにかけて中華丼のようにして食

べたりしています。ごはんが進む人気のメニュー

のひとつです。

① 豚肉は下味をつける。
② いかとえびはゆでる。
③ 根しょうが、根深ねぎはみじ
ん切り、はくさい人参はたん
ざく切り、たまねぎはくし形
切り、干ししいたけは、もど
してうす切りにする。

④ 油を熱し、根深ねぎ、根しょ
うが、豚肉を炒める。

⑤ にんじん、たまねぎ、しいた
け、はくさいの順に炒める。

⑥ うずら卵、いか、えびを加え
調味する。

⑦ でん粉でとろみをつけ、ごま
油で香りづけをする。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
年
は
、
世
界
的
な
穀
物
相
場
や
原
油

価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
食
品
へ
も
大
き
な

影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
食
品
偽
装
や
事
故
米
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
給
食
関
係
者
も
大
変
危
惧
し

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

給
食
用
食
材
を
提
供
し
て
い
る
も
の
と

し
て
、
改
め
て
「
食
の
安
全
、
安
心
、
安

定
供
給
」
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

桃の節句の行事食として例年ご好評
をいただいております「ひなあられ」
と「桜餅」、「ひし餅」に加え「三色串
団子」、「祝大福」をご用意しました。

食材紹介

豚肉(小間切り)

(もも・脂身なし)

……………………25

こいくちしょうゆ

…………………1.5

清酒 ……………0.5

いか(ねじねじくん)

……………………20

(冷)むきえび……15

うずら卵(水煮)…15

はくさい…………40

たまねぎ…………30

にんじん…………10

根深ねぎ …………5

乾しいたけ ……0.5

根しょうが ……0.3

植物油 …………0.8

スープストック…0.4

食塩 ……………0.4

こしょう………0.03

じゃがいもでん粉

……………………2

水 …………………6

ごま油 …………0.4

ア
イ
デ
ィ
ア
メ
ニ
ュ
ー

『
ね
じ
ね
じ
く
ん
』を使

っ
て

八宝菜
秩父市立尾田蒔小学校共同調理場
栄養主任　江野　祐美子

スクール南瓜グラタン 
65�　ふたなし(焼き用)

通常価格78円のところ 72円 

スクールほたてグラタン 
65�　ふた付(蒸し用)

通常価格86円のところ 80円 
65�　ふたなし(焼き用)

通常価格78円のところ 72円 

まるかじりグラタン南瓜 
60�　(焼き用)

通常価格78円のところ 72円 

まるかじりグラタンほたて 
60�　(焼き用)

通常価格78円のところ 72円 

日東あられ新社 

株式会社アクリフーズ 

カセイ食品株式会社 

13��
ひなあられ　18��

(主原料）
国内産もち米及び米、
醤油、砂糖、マヨネーズ 

自然解凍で 
お召し上がりください 

※上記商品のご注文締切日は、２月10日�を予定しております 
※上記商品のご注文締切日は、
　２月13日�を予定しております。 

マヨネーズ、えび、青の
りなどがミックスされた
あられです。 

祝 大 福 40� １個20�の紅白の大福です。もち粉・小豆は
国産を使用しています。 
ひ し 餅 35� 練り餅ではなく、つき餅です。もち粉・よも
ぎは国産を使用しています。 
桜　　　餅 45� 道明寺タイプの桜餅です。もち米・小豆・桜
葉は国産を使用しています。 
三色串団子 45� もち粉よ
もぎは国産を使用しています。 

また、各種グラタンを３学期のキャ
ンペーン価格でご用意しました。この
機会に、是非ご利用くださるようお願
いいたします。

調理法 材料１人当たり　　 分量(�)


